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は
じ
め
に

　

青
森
市
民
図
書
館
歴
史
資
料
室
で
は
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
五
月
二
〇
日

付
で
青
森
市
役
所
が
発
行
し
た
「
青
森
市
全
図
」（
縦
四
八
・
五
㎝
×
横
六
九
・
五
㎝
）

を
所
蔵
し
て
い
る
（
図
1
）。
こ
の
地
図
は
表
面
下
部
中
央
に
「
青
森
開
港
及
開
市

二
百
八
十
年
祝
賀
会
紀
念
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
発
行
日
と
同
じ
日
に
青
森
市
内
合

浦
公
園
で
開
催
の
同
祝
賀
会
と
の
関
係
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

ま
た
、
表
面
に
は
青
森
市
の
地
図
が
中
央
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
下
部
右
側
に
は

「
千
年
前
ノ
青
森
及
安
潟
（
図
2
）」、
左
側
に
は
「
二
百
八
十
年
前
ノ
青
森
（
図
3
）」

と
題
さ
れ
た
絵
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
裏
面
に
は
「
青
森
市
統
計
一
班
」
が

印
刷
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
明
治
期
の
青
森
市
街
図
は
残
存
数
が
少
な
い
の
で
こ

の
地
図
、
そ
し
て
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
文
字
情
報
が
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
一
方
、
二
枚
の
絵
に
つ
い
て
は
歴
史
資
料
と
し
て
は
特
段
有
効

性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
注
目
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
改
め
て
こ
の
祝
賀
会
に
関
す
る
史
料
を
読
み
進
め
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、

二
点
の
絵
は
青
森
県
の
美
術
史
に
お
い
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
こ
の
祝
賀
会
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
と
併
せ
て
、
二
枚
の
絵
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

〔
研
究
余
録
〕

二
枚
の
絵
は
誰
が
描
い
た
の
か

―
青
森
開
港
及
開
市
二
百
八
十
年
祝
賀
会
紀
念
「
青
森
市
全
図
」

工
藤

　
大
輔

図 1 ．青森市民図書館歴史資料室蔵「青森市全図」（青森市役所 1906年 5 月20日発行）
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図 2 ．千年前ノ青森及安潟

図 3 ．二百八十年前ノ青森
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事
に
逢
着
し
、
国
威
八
紘
に
赫
き
、
本
市
の
前
途
洋
々
春
海
の
如
き
に
於
て
、
二
百

八
十
年
祭
を
挙
行
し
て
人
心
を
喚
起
せ
ん
と
欲
す
」
と
そ
の
意
義
が
あ
る
こ
と
を
強

く
表
明
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
こ
に
い
う
「
時
振
古
未
曾
有
の
大
事
に
逢
着
し
、
国
威
八
紘
に
赫
き
」

と
は
日
露
戦
争
、
と
く
に
こ
の
戦
争
の
最
終
局
面
で
青
森
を
兵
站
基
地
と
し
て
行
わ

れ
た
樺
太
攻
略
戦
を
強
く
意
識
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
祝
賀
会
が
終

わ
っ
て
か
ら
関
係
者
が
ま
と
め
た
報
告
書
的
記
録
に
「
青
森
開
港
及
開
市
二
百
八
十

年
祝
賀
会
記
」（
以
下
、「
祝
賀
会
記
」
と
略
記
）
が
あ
る）

3
（

。
こ
れ
に
は
同
年
十
二
月

十
八
日
付
で
市
会
議
員
柏
原
彦
太
郎
の
ほ
か
上
田
幸
兵
衛
・
藤
林
忠
兵
衛
が
連
名
で

青
森
市
参
事
会
に
対
し
て
提
出
し
た
意
見
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
冒

頭
は

生
等
は
今
年
十
月
二
十
六
日
、
同
三
十
日
貴
会
に
到
り
青
森
市
開
港
二
百
八
十

年
及
日
露
戦
争
紀
念
会
を
貴
会
の
発
起
に
因
つ
て
以
て
併
挙
せ
ら
れ
ん
こ
と
を

楼
述
せ
り
、
爾
来
二
閲
月
杳
と
し
て
其
企
画
あ
る
を
聞
か
す
、

と
い
う
も
の
で
、
有
志
者
が
「
青
森
市
開
港
二
百
八
十
年
及
日
露
戦
争
紀
念
会
」
の

発
起
を
市
参
事
会
に
求
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
青
森
商
業
会
議
所
に

お
い
て
も
翌
明
治
三
九
年
一
月
二
七
日
付
で
、
建
議
者
石
塚
源
吉
、
賛
成
者
柏
原
彦

太
郎
・
広
瀬
孝
作
が
連
名
で
会
頭
大
坂
金
助
に
対
し
て
「
青
森
市
開
港
二
百
八
十
年

及
日
露
戦
争
紀
念
実
業
展
覧
会
挙
行
を
市
参
事
会
へ
交
渉
の
件
」
を
建
議
し
た）

4
（

。
こ

れ
を
受
け
て
大
坂
会
頭
は
委
員
を
五
名
指
名
し
、
こ
れ
ら
の
委
員
で
検
討
さ
れ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
が
四
月
二
日
に
報
告
さ
れ
、

一
、
青
森
市
開
港
二
百
八
十
年
祭
及
特
別
輸
出
入
港
祝
賀
を
開
く
こ
と
を
市
参

事
会
に
交
渉
す
る
こ
と
、
其
方
法
と
時
期
と
は
可
成
速
か
に
挙
行
す
る
こ
と

一
　「
開
港
及
開
市
二
百
八
十
年
祝
賀
会
」
企
画
の
背
景

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
五
月
二
〇
日
、
青
森
市
は
市

内
合
浦
公
園
を
会
場
に
「
開
港
及
開
市
二
百
八
十
年
祝
賀
会
」（
以
下
、「
祝
賀
会
」

と
略
記
）
を
開
催
し
た
。
こ
こ
で
い
う
「
開
港
」
と
は
、
同
年
四
月
一
日
を
も
っ
て

青
森
税
務
署
内
に
函
館
税
関
青
森
出
張
所
が
開
設
と
な
り
、
青
森
港
が
特
別
貿
易
港

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。
明
治
二
五
年
頃
か
ら
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
と
さ
れ
る

同
港
の
開
港
論
・
開
港
運
動
は
、
こ
こ
に
結
実
し
た
の
で
あ
っ
た）

1
（

。
一
方
、「
開
市
」

と
は
青
森
市
の
歴
史
叙
述
の
位
置
付
け
で
い
う
と
近
世
前
期
、
十
七
世
紀
前
半
の

「
青
森
開
港
」、
す
な
わ
ち
青
森
の
「
町
立
て
」
を
い
う
。
つ
ま
り
、
青
森
の
町
立
て

が
始
ま
っ
て
二
八
〇
年
と
い
う
年
月
が
経
過
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
は
明
治
三
九
年
を
遡
っ
て
二
八
〇
年
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
開
市
二
百
八
十
年
」
と
い
う
の
は
周
年
行
事
と
し
て
は
い
さ
さ
か
座

り
が
悪
い
。
だ
か
ら
、
祝
賀
会
は
「
お
そ
ら
く
開
港
祝
賀
会
に
合
せ
た
催
し
と
考
え

ら
れ
よ
う）

2
（

」
と
最
新
の
研
究
成
果
で
も
あ
る
『
新
青
森
市
史
』
通
史
編
第
三
巻
は
評

価
す
る
。
一
方
、
前
年
の
明
治
三
八
年
七
月
二
二
日
付
の
地
元
新
聞
『
東
奥
日
報
』

は
、「
青
森
開
市
二
百
八
十
年
／
紀
念
会
を
挙
行
す
べ
し
」
の
見
出
し
で
、
国
内
外

で
実
施
し
て
い
る
都
市
の
周
年
記
念
行
事
を
青
森
市
で
も
開
催
す
べ
き
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
周
年
行
事
は
「
其
時
期
を
選
ぶ
を
要

す
、
而
し
て
其
時
期
た
る
、
五
若
く
は
十
の
数
に
於
て
す
る
を
適
当
に
し
て
且
つ
普

通
な
り
と
す
」
と
認
め
つ
つ
も
、
青
森
市
が
「
開
市
二
百
八
十
年
（
明
治
三
八
年
）」

の
行
事
を
行
う
こ
と
は
「
其
時
に
あ
ら
ず
と
雖
と
も
、
而
か
も
時
振
古
未
曾
有
の
大
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を
役
員
及
三
名
委
員
に
一
任
す
る
こ
と）

5
（

、

と
、
こ
こ
で
「
日
露
戦
争
」
の
文
言
が
消
え
「
特
別
輸
出
入
港
」
に
置
き
替
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
回
の
祝
賀
会
は
明
治
三
八
年
秋
ま
で
に
、
開

市
二
八
〇
年
と
日
露
戦
捷
の
記
念
行
事
と
し
て
そ
も
そ
も
企
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
翌
年
四
月
一
日
に
青
森
港
が
特
別
貿
易
港
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

日
露
戦
捷
は
後
景
に
退
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
青
森
商
業
会
議
所
が
主
導
し
市
参
事
会
と
交
渉
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、

市
側
は
当
初
、
四
月
上
旬
に
お
い
て

市
に
て
は
二
百
八
十
年
紀
念
は
兼
ね
す
単
に
今
回
開
港
に
就
て
祝
賀
会
を
開
ら

く
こ
と
と
し
、
本
月
下
旬
か
来
月
上
旬
市
会
を
開
ら
き
之
を
附
議
し
開
催
の
期

日
及
ひ
其
の
方
法
を
決
定
す
る
筈）

6
（

、

と
あ
く
ま
で
開
港
を
記
念
し
て
の
行
事
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
新
聞
の

報
じ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
四
月
十
三
日
の
市
会
で
芹
川
得
一
市
長
は
同
年
度
の
歳

入
追
加
案
と
し
て

千
二
十
四
円
八
十
三
銭
壱
厘
の
追
加
を
な
し
市
公
際
費
と
な
す
の
案
な
る
が
、

芹
川
市
長
は
之
れ
市
に
於
て
近
く
特
別
開
港
祝
賀
及
開
港
二
百
八
十
年
記
念
会

を
行
ふ
計
画
に
要
す
る
も
の
な
り
と
説
明
し）

7
（

、

と
あ
り
、
こ
こ
で
「
開
港
二
百
八
十
年
（
開
市
二
百
八
十
年
と
同
義
）」
の
文
言
が

現
れ
、
そ
の
後
は
「
開
港
及
開
市
（
二
百
八
十
年
）」
と
い
う
表
現
に
落
ち
着
き
、

市
側
も
「
開
市
」
を
含
め
た
行
事
と
し
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
　
祝
賀
会
を
い
つ
や
る
か
―
五
月
二
〇
日
は
「
一
大
恨
事
」

　

祝
賀
会
の
期
日
に
つ
い
て
市
参
事
会
は
、
当
初
は
五
月
一
日
を
念
頭
に
市
会
で

も
っ
て
確
定
す
る
腹
づ
も
り
で
い
た
よ
う
だ）

8
（

。
し
か
し
、
来
賓
と
し
て
招
待
さ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
知
事
の
都
合
も
考
慮
す
る
と
、
五
月
中
旬
の
日
曜
日
と
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
新
聞
の
見
立
て
で
あ
っ
た）

9
（

。
そ
し
て
、
芹
沢
市
長
は
四
月

二
五
日
に
青
森
市
公
会
堂
で
、
祝
賀
会
に
向
け
て
新
規
に
嘱
託
し
た
各
町
の
委
員
を

前
に
未
確
定
で
は
あ
る
も
の
の
第
二
日
曜
日
で
あ
る
五
月
十
三
日
を
期
日
と
す
る
意

向
を
示
し
た
よ
う
だ）

10
（

。
し
か
し
、
五
月
二
日
の
準
備
委
員
会
で
五
月
十
五
日
と
決
定

し
、「
日
曜
日
を
希
望
せ
し
多
数
は
遂
に
失
望
せ
さ
る
を
得
す
な
れ
り）

11
（

」
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　

実
は
、
日
曜
日
で
は
な
い
五
月
十
五
日
を
主
張
し
た
少
数
派
に
と
っ
て
、「
開
市

二
百
八
十
年
」
を
祝
う
に
は
「
五
月
十
五
日
」
と
い
う
日
付
は
特
別
な
意
味
が
あ
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
我
青
森
の
始
て
江
戸
間
回
漕
船
通
航
を
許
さ
れ
た
る
は

実
に
寛
永
二
年
五
月
十
五
日
に
在
り）

12
（

」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
寛
永
二
年

五
月
十
五
日
と
は
、
弘
前
藩
二
代
藩
主
津
軽
信
枚
が
、
津
軽
か
ら
江
戸
へ
の
廻
船
運

行
を
許
可
す
る
江
戸
幕
府
年
寄
衆
土
井
利
勝
と
酒
井
忠
世
の
連
署
奉
書
を
拝
領
し
た

日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
江
戸
幕
府
年
寄
衆
連
署
奉
書
に
こ
そ
「
青
森
開
港
の

き
っ
か
け
が
あ
っ
た）

13
（

」
と
現
在
位
置
付
け
ら
れ
、
当
時
に
お
い
て
も
さ
き
の
明
治
三

八
年
七
月
二
二
日
付
の
『
東
奥
日
報
』
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
文
書
を
背
景
と

す
る
寛
永
二
年
が
「
開
市
二
百
八
十
年
」
の
起
点
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

多
数
派
で
は
な
い
も
の
の
五
月
十
五
日
と
い
う
彼
等
の
主
張
は
、
青
森
市
の
歴
史
的

背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
最
終
的
に
は
五
月
二
〇
日
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
来
賓
と
し
て
出
席
す

る
こ
と
に
な
っ
た
松
岡
康
毅
農
商
務
大
臣
の
都
合
に
よ
る
変
更
で
あ
っ
た）

14
（

。
し
た
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が
っ
て
、
五
月
十
五
日
に
こ
だ
わ
る
人
々
に
と
っ
て
は
、

開
市
二
百
八
十
年
祝
賀
会
期
日
を
初
め
五
月
十
五
日
と
協
定
せ
し
が
、
松
岡
農

商
務
大
臣
の
臨
場
あ
る
の
故
を
以
て
遽
か
に
二
十
日
に
変
更
せ
る
は
本
会
の
一

大
恨
事
と
云
ふ
へ
し）

15
（

、

と
い
う
も
の
で
あ
り
、「
素
定
の
期
日
の
暗
に
歴
史
的
紀
念
日
に
吻
合
せ
る
に
開
催

す
る
を
得
さ
し
り
は
、
市
民
の
斉
し
く
憾
み
と
す
る
所
な
り）

16
（

」
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
と
も
か
く
、
わ
ず
か
一
か
月
半
ほ
ど
の
準
備
期
間
で
祝
賀
会
は
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
来
会
者
へ
の
配
付
物
―
二
枚
の
絵
の
作
者
は
誰
か

　

祝
賀
会
の
骨
格
は
、
四
月
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
開
か
れ
た
準
備
委
員
会
で
で
き

あ
が
っ
た
よ
う
だ
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
四
月
十
八
日
付
の
『
東
奥
日
報
』
の
記
事
か

ら
紹
介
し
よ
う）

17
（

。
ま
ず
、
会
場
は
合
浦
公
園
で
、
式
典
の
ほ
か
に
も
来
賓
を
も
て
な

す
た
め
茶
菓
子
・
蕎
麦
な
ど
の
模
擬
店
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
模
擬
店
は
「
市
内

の
各
銀
行
・
会
社
、
回
漕
業
、
其
他
各
商
工
業
団
体
に
交
渉
し
」
こ
れ
ら
の
企
業
・

団
体
の
「
寄
附
」
に
よ
る
出
店
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
余
興
と
し
て
花
火
の
打
ち
上
げ
な
ど
も
実
施
さ
れ
、
会
場
以
外
で
も

「
市
中
一
般
に
祝
意
を
表
し
て
戸
毎
に
国
旗
、
若
く
は
球
灯
を
吊
す
る
な
と
」
の
装

飾
を
施
す
こ
と
に
な
り
、
ま
さ
に
「
兎
に
角
当
日
は
単
純
な
る
祝
賀
の
宴
会
の
み
な

ら
ず
、
市
内
の
附
景
気
を
以
て
盛
ん
に
祝
賀
の
意
を
表
す
る
」
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
、

〇
青
森
案
内
の
配
付　

当
日
は
来
賓
の
為
め
に
市
の
略
図
、
重
な
る
場
所
を
印

刷
し
た
る
も
の
及
市
況
一
班
を
印
刷
し
た
る
も
の
を
配
付
す
る
筈
な
り
し
が
、

尚
ほ
部
類
を
増
加
し
て
来
賓
の
外
に
も
配
布
す
る
の
計
画
あ
り
、
現
市
の
略
図

の
外
二
百
八
十
年
前
開
市
当
時
の
図
を
も
加
ふ
る
筈
に
て
、
市
内
重
な
る
個
所

は
写
真
版
と
し
、
一
見
市
の
景
況
を
知
る
の
便
に
供
す
る
と
の
こ
と
な
り
、

　

二
八
〇
年
前
の
図
と
市
内
の
主
な
場
所
の
写
真
版
を
入
れ
込
ん
だ
「
市
の
略
図
」

と
「
市
況
一
班
」
を
印
刷
し
た
も
の
を
来
賓
を
含
め
た
参
会
者
に
配
付
す
る
こ
と
も

決
定
し
た
。
こ
れ
が
小
稿
で
い
う
「
青
森
市
全
図
」
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
、
一
週

間
後
の
四
月
二
五
日
に
開
催
の
準
備
委
員
会
で
は
「
目
下
調
製
準
備
中
」
と
報
告
さ

れ
て
い
る）

18
（

。

　

そ
し
て
祝
賀
会
当
日
、
参
会
者
は
合
浦
公
園
の
門
か
ら
会
場
に
入
り
受
付
で
「
案

内
状
若
く
は
会
券
を
引
換
へ
に
徽
章
及
市
寄
贈
の
青
森
市
内
全
図
、
同
統
計
一
班
、

紀
念
歌
、
其
他
各
所
よ
り
は
寄
贈
の
絵
は
か
き
等
を
配
布
さ
れ）

19
（

」
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
来
賓
に
は
こ
の
ほ
か
「
絹
地
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
」
も
手
渡
さ
れ
た
よ
う
だ）

20
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
紹
介
の
四
月
十
八
日
付
『
東
奥
日
報
』
に
よ
れ
ば
、
配
付
予
定

の
「
市
の
略
図
」
に
は
「
二
百
八
十
年
前
開
市
当
時
の
図
」
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
と
あ
る
が
、
当
日
に
配
付
さ
れ
た
も
の
に
は
「
千
年
前
ノ
青
森
及
安
潟

ノ
図
」
と
「
二
百
八
十
年
前
ノ
青
森
ノ
図
」
の
ふ
た
つ
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う）

21
（

。

そ
し
て
、
現
存
す
る
「
青
森
市
全
図
」
に
も
こ
の
タ
イ
ト
ル
で
二
枚
の
絵
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
絵
は
誰
が
描
い
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。「
青
森
市
全
図
」

の
二
枚
の
絵
の
そ
れ
ぞ
れ
右
端
に
は
小
さ
く
作
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
二
文
字
の
署

名
が
あ
り
、
そ
の
一
文
字
目
は
「
得
」
と
読
め
そ
う
だ
（
二
文
字
目
は
読
め
ず
）。

　

さ
て
、
当
日
の
会
場
に
は
さ
き
に
紹
介
し
た
模
擬
店
の
ほ
か
、
書
画
・
骨
董
・
写

真
・
活
花
な
ど
の
「
展
観
場
」
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
書
画
の
ブ
ー
ス
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に
は
「
大
和
田
氏
洋
画
に
て
揮
毫
の
青
森
二
百
八
十
年
前
及
一
千
年
前
の
地
図）

22
（

」
が

出
展
さ
れ
て
い
た
。「
青
森
市
全
図
」
の
二
枚
の
絵
と
ほ
ぼ
お
な
じ
タ
イ
ト
ル
で
あ

る
。

　

こ
の
「
大
和
田
氏
」
と
は
、
高
知
県
出
身
で
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
二
月
に

県
立
青
森
第
三
中
学
校
（
の
ち
の
県
立
青
森
中
学
校
、
現
県
立
青
森
高
等
学
校
）
に

赴
任
し
た
大
和
田
徳
治）

23
（

で
あ
る
と
見
立
て
て
い
る
。
大
和
田
は
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

た
ま
さ
に
同
三
九
年
五
月
、
青
森
県
内
で
は
は
じ
め
て
の
洋
画
の
研
究
会
と
み
ら
れ

る
洋
画
研
究
会
を
学
内
に
設
立
し
て
い
た）

24
（

。「
大
和
田
氏
洋
画
に
て
揮
毫
」
と
い
う

出
展
の
絵
に
関
す
る
記
述
と
も
矛
盾
は
な
い
し
、
署
名
の
「
得
」
字
も
あ
り
得
な
い

も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
祝
賀
会
に
出
展
さ
れ
て
い
た
「
青
森
二
百
八
十
年

前
及
一
千
年
前
の
地
図
」
の
二
作
品
は
大
和
田
徳
治
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
が

「
青
森
全
図
」
に
も
写
真
版
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
が

妥
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
青
森
全
図
」
の
ふ
た
つ
の
絵
は
、
歴
史
資
料
で
は
な
く

美
術
（
史
）
的
な
位
置
付
け
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。
一
方
、

こ
の
大
和
田
の
作
品
は
青
森
市
側
の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
は
分
か
ら

な
い
。
と
も
か
く
、「
市
の
略
図
（
青
森
市
全
図
）」
作
成
が
準
備
委
員
会
で
決
定
し

た
の
が
四
月
十
七
日
、「
青
森
市
全
図
」
の
奥
書
に
よ
れ
ば
印
刷
は
五
月
十
日
で
あ

る
か
ら
、
わ
ず
か
一
か
月
足
ら
ず
で
大
和
田
は
作
品
を
仕
上
げ
た
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、「
二
百
八
十
年
前
ノ
青
森
ノ
図
」「
千
年
前
ノ
青
森
及
安
潟
ノ
図
」
を
敢
て

歴
史
資
料
と
し
て
評
価
す
る
な
ら
ば
、『
目
で
見
る
青
森
の
歴
史）

25
（

』
な
ど
に
描
か
れ

る
「
堤
川
開
鑿
」
前
と
後
の
比
較
図
の
構
図
（
図
4
）
に
影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ

よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
安
潟
が
「
堤
川
開
鑿
」
に
よ
っ
て
縮
小
し
た
と
す
る
「
堤
川
開

鑿
」
は
、
実
証
性
を
伴
わ
な
い
仮
説
に
過
ぎ
な
い
が）

26
（

。

図 4 ．『目で見る青森の歴史』（青森市役所 1969年）
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む
す
び
に
か
え
て
―
地
域
の
周
年
行
事
を
後
世
に
伝
え
る

　

青
森
市
の
「
開
港
」
と
「
開
市
」
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
、
明
治
三
九
年
（
一

九
〇
六
）
五
月
二
〇
日
の
祝
賀
会
は
盛
会
の
裡
に
終
っ
た
よ
う
だ
。
現
在
、
こ
の
祝

賀
会
を
伝
え
る
資
料
は
個
別
の
新
聞
記
事
を
除
く
と
、
小
稿
に
お
い
て
た
び
た
び
引

用
し
た
「
祝
賀
会
記
」
と
、
今
回
紹
介
の
「
青
森
市
全
図
」
だ
け
の
よ
う
だ
。
と
く

に
前
者
は
二
〇
年
後
の
三
百
年
祭
に
向
け
た
資
料
と
い
う
意
図
で
も
っ
て
編
ま
れ
て

い
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
記
録
に
目
を
通
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、「
青
森
市
全
図
」

が
祝
賀
会
の
参
加
記
念
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
ま
し
て

や
、
小
稿
で
検
討
し
た
二
枚
の
絵
に
ま
で
思
い
が
至
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
。

　

さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
開
市
二
百
八
十
年
」
と
い
う
の
は
周
年
行
事
と
し

て
は
な
ん
と
も
座
り
が
悪
い
。
し
か
し
、
当
時
の
青
森
市
民
は
こ
れ
を
大
き
な
喜

び
・
誇
り
と
と
も
に
実
現
し
た
。
そ
し
て
、
な
か
に
は
そ
れ
を
後
世
に
伝
え
た
い
と

思
う
人
々
も
出
て
き
た
。
そ
れ
が
「
建
碑
」
の
運
動
と
な
っ
た
。「
祝
賀
会
記
」
の

最
後
に
「
建
碑
」
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　

◎
建
碑

開
市
二
百
八
十
年
の
市
民
祭
は
予
期
以
上
に
出
て
寔
に
空
前
の
盛
観
を
極
め
た

り
、
惟
ふ
に
是
れ
市
民
か
燃
ゆ
る
か
如
き
愛
郷
心
を
遺
憾
な
く
表
顕
し
た
る
も

の
以
て
誇
り
と
す
る
に
足
る
、
然
り
と
雖
と
も
歳
月
は
動
も
す
れ
は
事
実
を
湮

滅
す
る
の
虞
な
き
に
あ
ら
す
、
星
移
り
物
換
り
他
年
幾
世
の
後
果
し
て
此
光
輝

あ
る
事
実
を
保
留
す
る
を
得
へ
き
乎
、
是
れ
吾
人
の
憂
慮
し
て
止
む
能
は
さ
り

し
所
、
於
是
乎
、
五
月
一
日
有
志
公
会
堂
に
会
し
其
保
留
法
を
商
議
せ
し
に
、

宜
し
く
銅
碑
を
立
て
以
て
後
昆
に
伝
ふ
べ
し
と
決
し
、
直
ち
に
上
田
幸
兵
衛
・

藤
林
忠
兵
衛
・
平
井
重
次
郎
・
柏
原
彦
太
郎
・
大
坂
金
助
・
木
村
文
次
郎
・
樋

口
喜
輔
・
梅
津
文
四
郎
・
石
館
喜
久
造
氏
の
九
名
を
挙
け
て
委
員
と
為
し
其
方

法
を
托
し
た
り
、
委
員
亦
負
託
の
重
き
を
感
じ
其
設
計
を
案
じ
、
東
京
美
術
学

校
図
案
科
教
授
千
頭
庸
哉
氏
に
嘱
托
せ
り
、
思
ふ
に
其
成
る
蓋
し
遠
き
に
あ
ら

さ
る
へ
し
、
嗚
呼
巍
乎
た
る
銅
碑
合
浦
公
園
松
緑
り
に
風
清
ら
か
な
る
間
に
屹

立
し
、
銅
影
依
稀
山
河
と
其
秀
を
競
に
あ
ら
ん
歟
、
市
民
の
筇
を
此
の
地
に
曳

く
も
の
低
回
顧
望
当
年
を
偲
は
さ
ら
ん
と
欲
す
る
も
豈
得
へ
け
ん
や
、
是
れ
実

に
始
め
あ
り
、
終
り
あ
る
も
の
と
云
ふ
へ
き
な
り
、

　

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
五
月
一
日
に
有
志
が
顔
を
揃
え
「
銅
碑
」
を
建
て
る
こ
と

に
決
め
た
よ
う
だ
。
委
員
に
名
を
連
ね
る
の
は
、
商
業
会
議
所
会
頭
を
務
め
て
い
る

大
坂
金
助
の
ほ
か
、
明
治
三
八
年
十
二
月
に
市
参
事
会
に
「
青
森
市
開
港
二
百
八
十

年
及
日
露
戦
争
紀
念
会
」
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出
し
た
上
田
・
藤
林
・
柏
原
の
三

名
、
さ
ら
に
平
井
・
樋
口
・
石
館
は
市
会
議
員
で
あ
る
。
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
と
い
っ

て
い
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、『
東
奥
日
報
』
も
し
ば
し
ば
建
碑
に
関
す
る
記
事
を
載
せ
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
る
と
こ
れ
ら
有
志
は
中
央
停
車
場
設
置
期
成
同
盟
会）

27
（

の
メ
ン
バ
ー
で
、
彼
等
は

中
央
停
車
場
建
設
の
た
め
に
集
め
た
寄
附
金
二
〇
〇
円
余
を
全
額
市
に
寄
附
し
て
記

念
碑
建
立
を
計
画
し
た
と
あ
る
。
し
か
も
、「
祝
賀
会
記
」
に
記
さ
れ
た
碑
の
設
計

を
「
東
京
美
術
学
校
図
案
科
教
授
千
頭
庸
哉
氏
に
嘱
托
せ
り
」
に
関
し
て
も
、
予
算

一
〇
〇
〇
円
、
二
〇
〇
〇
円
、
三
〇
〇
〇
円
の
三
案
で
依
頼
し
す
で
に
そ
の
代
金
三

〇
円
を
支
払
っ
て
い
る
と
い
う
。
市
に
は
同
美
術
学
校
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
設
計
書

と
こ
の
期
成
同
盟
会
が
集
め
た
金
を
寄
附
す
る
つ
も
り
の
よ
う
だ）

28
（

。
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さ
ら
に
「
祝
賀
会
記
」
に
よ
れ
ば
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
当
時
の
石
碑
建
設
の

メ
ッ
カ
と
も
い
う
べ
き
合
浦
公
園
内
に
碑
が
建
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、『
東
奥

日
報
』
に
よ
れ
ば
十
一
月
末
の
時
点
で
は
ま
だ
建
っ
て
い
な
い）

29
（

。
そ
し
て
少
な
く
と

も
現
在
こ
の
碑
は
存
在
し
て
い
な
い）

30
（

。

　

祝
賀
会
開
催
の
意
図
の
部
分
も
含
め
、
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
当
時
の
人
々
の
想
い

は
、
自
治
体
史
の
記
述
な
ど
を
通
覧
し
て
も
残
念
な
が
ら
一
二
〇
年
後
の
人
々
に
掬

い
取
っ
て
は
も
ら
え
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。
一
方
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
四
月

一
日
、
青
森
県
観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
の
十
三
階
に
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
ね
ぶ
た

絵
」
と
称
す
る
ア
ー
ト
作
品
が
一
般
に
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
小
稿
で
の
表
現
を

使
う
と
間
も
な
く
迎
え
る
「
開
市
四
〇
〇
年
」
を
記
念
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
い
う）

31
（

。
さ
ら
に
今
後
「
開
市
四
〇
〇
年
」
に
絡
ん
だ
催
し
物
が
企
画
さ
れ
て
い

く
と
い
う
話
も
耳
に
し
て
い
る
。
青
森
市
の
こ
の
周
年
行
事
に
は
市
民
の
ど
の
よ
う

な
想
い
が
込
め
ら
れ
、
そ
し
て
五
〇
年
、
一
〇
〇
年
先
の
市
民
に
伝
え
残
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

註（
1
）『
新
青
森
市
史
』
通
史
編
第
三
巻
（
青
森
市
、
二
〇
一
四
年
、
二
九
六
〜
三
〇　

三
ペ
ー
ジ
）。

（
2
）
同
右
、
三
〇
三
ペ
ー
ジ
。

（
3
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
一
般
郷
土
資
料
。

（
4
）
同
右
。

（
5
）
同
右
。

　
　
「
一
任
」
さ
れ
た
「
三
名
委
員
」
は
大
坂
会
頭
が
指
名
し
た
五
名
か
ら
選
ば
れ
た
と

み
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
誰
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

（
6
）
明
治
三
九
年
四
月
七
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
7
）
明
治
三
九
年
四
月
十
四
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
8
）
明
治
三
九
年
四
月
十
一
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
9
）
明
治
三
九
年
四
月
十
八
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
10
）
明
治
三
九
年
四
月
二
六
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
11
）
明
治
三
九
年
五
月
三
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
12
）（
3
）
に
お
な
じ
。

（
13
）『
新
青
森
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
（
青
森
市
、
二
〇
一
二
年
、
三
ペ
ー
ジ
）。

（
14
）
明
治
三
九
年
五
月
六
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
15
）（
3
）
に
お
な
じ
。

（
16
）（
3
）
に
お
な
じ
。

（
17
）（
9
）
に
お
な
じ
。

（
18
）
明
治
三
九
年
四
月
二
六
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
19
）
明
治
三
九
年
五
月
二
二
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
20
）（
3
）
に
お
な
じ
。

（
21
）（
3
）
に
お
な
じ
。

（
22
）（
3
）
に
お
な
じ
。

（
23
）
對
馬
恵
美
子
「
青
森
県
に
お
け
る
明
治
期
の
美
術
」（『
青
森
県
立
郷
土
館
研
究
紀

要
』
33
、
二
〇
〇
九
年
、
八
一
ペ
ー
ジ
）。

（
24
）
同
右
、
七
八
ペ
ー
ジ
。

（
25
）
青
森
市
、
一
九
六
九
年
（
八
〜
九
ペ
ー
ジ
）。

（
26
）
工
藤
大
輔
「
あ
な
た
は
地
域
の
歴
史
に
興
味
は
あ
り
ま
す
か
〜
歴
史
的
事
実
と
伝

承
の
間
に
〜
」（『
平
成
29
年
度
青
森
学
術
文
化
振
興
財
団
懸
賞
論
文
受
賞
論
文
集
』

二
〇
一
八
年
、
二
三
〜
二
四
ペ
ー
ジ
）。

（
27
）
鉄
道
開
通
当
時
の
青
森
停
車
場
は
市
内
西
側
の
安
方
に
あ
っ
た
た
め
、
乗
降
客
の

み
な
ら
ず
商
業
上
に
も
不
便
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
停
車
場
を
市
の
中
央
部
に
設
置
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す
る
こ
と
を
求
め
る
目
的
で
明
治
三
四
年
二
月
に
組
織
さ
れ
た
団
体
（
明
治
三
四
年

二
月
二
日
付
『
東
奥
日
報
』）。

　
　
　

ち
な
み
に
、
新
し
い
停
車
場
は
同
三
九
年
九
月
に
新
町
通
り
側
に
移
転
と
な
り
、

期
成
同
盟
会
の
目
的
は
達
成
し
な
か
っ
た
。
彼
等
が
そ
の
活
動
で
得
た
二
〇
〇
円
余

を
建
碑
の
費
用
に
回
し
得
た
の
は
、
同
年
五
月
の
時
点
で
「
最
早
中
央
停
車
場
の
望

み
な
け
れ
ば
」（
明
治
三
九
年
五
月
三
一
日
付
『
東
奥
日
報
』）
と
い
う
状
況
に
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

（
28
）
明
治
三
九
年
五
月
三
一
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
29
）
明
治
三
九
年
十
一
月
二
七
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
30
）
岩
藤
卯
一
郎
氏
が
昭
和
十
年
頃
に
行
っ
た
合
浦
公
園
内
の
石
碑
調
査
の
報
告
に
お

い
て
も
該
当
す
る
石
碑
は
載
っ
て
い
な
い（
岩
藤
卯
一
郎「
合
浦
公
園
内
の
碑
文
」『
郷

土
号
』
第
四
号
、
青
森
県
師
範
学
校
校
友
会
、
一
九
三
六
年
）。

（
31
）「
青
森
開
港
400
年　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
ね
ぶ
た
絵
」
解
説
文
。

 

（
く
ど
う
・
だ
い
す
け　

青
森
市
民
図
書
館
歴
史
資
料
室
長
）


